
観謬ナノ瀞の贈性

研究開発の一環にリスク評価・管理を組み込め

　微粒子と医療的利用で異なる注意が必要

リスク不安には当事者が最悪シナリオの提示を
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技術の応用を左右する負の影響

　新しい技術が生まれても、その技術によるリスクヘ

の不安が大きいがために、社会で受け入れられず「使

えない」または「限定的にしか使えない」という例が

見られる。遺伝子組み換え作物や原子力発電などが、

その例と言える。にもかかわらず技術者は往々にして、

社会のリスク不安を正視せず、ただただ技術を発展さ

せる二とに腐心してきた。技術は、使われなければ開

発した意味がないことを考えると、リスク不安対策を

技術開発の一つの過程として組み込み、技術者自身の

課題と考えるべき時にきていると思う。

　ここ：でとりあげるリスクとは、経営ヒのリスクでは

なく、その技術がもたらす人の健康や環境に与える負

の影響のことである。技術にはベネフィットとリスク

の両面があるので、リスクを小さくし、できるだけ大

きなベネフィットを引き出すことが課題であることは

言うまでもない。つまり新技術の開発や応用の段階で、

リスク管理は大きな課題である。

　こ二で筆者がリスクと言わずに、リスク不安と言う

のには理由がある。実体としてありそうなリスクの大

きさに比べると、はるかに大きなリスクについての不

安が広がり、それが技術の利用を止めさせることがあ

るので、あえてリスク対策と対比するようなかたちで

リスク不安対策と言うのである。

　ナノテクノロジーが新しい技術として注目されてい

るが、同時にリスクについて問題が提起されているこ

とは、すばらしいことだと思う。これまでの英知を集

めて、リスク評価をすることが必要である。しかしこ

の際も、実体的なリスクに対応したリスク評価・リス

ク管理と、もう一つはリスク不安に配慮した対応の2

つのものが求められる。後者は前者にも依存し、かつ、

別の性質を備えた体制でなければならない。「ナノテ

クでこんなにすばらしいことができますよ」という宣

伝がしばしば聞かれるが、それが逆に不安までも大き

くするという面を忘れてはいけない。

医療では倫理問題も浮上

　ナノテクのリスクには、実体的なリスクでも2つの

異なるリスクがある。第1は、微粒子であるがゆえの

リスクである。通常のリスク評価の対象といえるが、

化学的な特性ではなく、サイズという物理的な特性も

問題になるところが新規といえる。2番目は、ナノテ

クを応用した医療行為に伴うリスクである。人の体に

働きかける力があるという点は、技術として大きな強

みだが、裏返せば人体へのリスクに注意が必要だとい

うことである。

　微粒子のリスクでは、生態系へのリスクはほとんど

問題にはならず、人の健康へのリスク評価が中心にな

るだろう。その際の留意点として、環境経由なのか商

品経由なのか、ナノ粒子が原因なのかそれともそこに

リスク
リスク評価の

　留意点
どうするか？

●（研究計画で、または既往の研究結
果の解釈で）ナノ粒子が問題か、ナノ
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Fig1　微粒子としてのリスクとその対策
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